
４Ｒ通信（第 18 号）

『リフューズ リデュース リユース リサイクル』

「

４Ｒ とこなめ チャレンジ５００」気が付けば わたしが主役 ごみ減量

常滑市では、１人１日当たりの家庭ごみ排出量５００ｇを目標としています。

回覧

資源物処理施設見学バスツアーを開催します♪

みなさんは出した資源物はどこに行くかご存知ですか？もえるごみは「クリーンセンター常武」

で処理されますが、プラスチック製容器包装や小型家電、紙類はそれぞれ処理先が違うんです。

そこで今回、みなさんが出した資源物の行方を知るために、資源物処理施設見学バスツアーを

開催します！お気軽に応募してください。

日 時：平成３０年１１月１４日（水）午後１時３０分～午後５時

（午後１時３０分市役所正面玄関集合）

定 員：先着３０名

参 加 費：無料

行 程：市役所正面玄関出発→「㈱テクア資源リサイクルセンター」→

「トーエイ㈱大曽工場」→「(有)ワラシゲ紙プレスセンター」→市役所正面玄関解散

応募方法：①電話②ＦＡＸ③メール（氏名、住所、電話番号を明記）

募集期間：平成３０年１０月１日（月）から１０月１９日（金）まで

応募先・問合せ：生活環境課 電話：0569-47-6115 FAX：0569-35-3939 メール：seikatsu@city.tokoname.lg.jp

地区回収での『もえないごみ・資源物』の出し方のおさらい

常滑市では、月２回、市内約１８０か所で『もえないごみ・資源物』の地区回収を行っており

ます。集積場に青色のコンテナやブルーシートが設置されておりますので、地区の当番の方の指

示に従って出してください。

【 時 間 】：午前7時 30分から8時 30分まで（地区により収集日及び時間は異なります）

【回収品目】

※回収場所や収集日がわからない方は、お気軽に生活環境課までお問合せください。

もえない

ごみ

金属類、小型家電、水銀ゼロ電池、スプレー缶、ライター、缶類、コード・針金

類、陶器・ガラス類、電球

資源物

アルミ缶 スチール缶 茶びん、無色びん その他びん

生きびん ペットボトル 新聞・折込みチラシ ダンボール

雑誌・本 布類 紙パック その他紙類

詳しくは裏面へ

紙類はそれぞれヒモでしばって出してください。また、雨天時は紙類

と布類は回収を行っておりません。次の資源物の収集日に出していただ

くか、資源回収ステーションをご利用ください。

【お問い合わせ】生活環境課 ０５６９－４７－６１１５
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資源物処理施設見学バスツアー行程表

日頃、みなさんが出している資源物の行方は気になりませんか？分別した資源物がリ

サイクルされるまでの行程を見学しましょう！！お気軽にご参加ください。

『常滑市役所』

午後1時30分出発

午後5時00分到着

②『トーエイ㈱大曽工場』

ここでは、小型家電の中間処理を見

学します。小型家電を分解して再資源

化を行っています。携帯電話にはオリ

ンピックのメダルに生まれ変わるぐら

い貴重な資源が入っています。

①『㈱テクア資源リサイクルセンター』

ここでは、プラスチック製容器包装の

中間処理を見学します。週１回回収して

いるプラスチック製容器包装を一つず

つ手作業で袋から出し、プラスチック製

容器包装以外のものが入っていないか

チェックした後、圧縮梱包し、再生施設

に搬送されます。

③『(有)ワラシゲ紙プレスセンター』

ここでは、紙類の中間処理を見学し

ます。紙を種類ごとに分け、紙以外の

物を手作業で取り除き、圧縮梱包し、

製紙メーカーに搬送されます。


